[image: image1.jpg]Jauerbaum




プレイ人数：３～７人
対象年齢：８歳以上

プレイ時間：３０分

The Materials

1
ゲーム盤
60
木製の雨駒

1
青ダイス

3
緑ダイス

7
プレイヤー駒

The goal of the game

プレイヤーは絶滅の危機に瀕している樹木から木に害を与える酸性雨が根元にしみこむ前に取り除くのが目的です。
プレイヤーがこれに成功したら勝利で、その場合は一番多くの雨駒を獲得したプレイヤーが勝ちになります。
Preparation for playing
プレイヤーは、まず初めに雨雲に使用される雨駒をいくつ使用するかを決定します。
初心者は４０個が良く、慣れてきたら、６０にすると良いでしょう。
[image: image2.png]


雨駒は木の上に置き、そのうちの一つを木の最上部のエリアに置いておく。
ゲームが進むにつれて、多くの雨が木に降り注いでくる。
各プレイヤーは好きな色の駒を決め、木の根っこにあるオープンな場所に置きます。

そこから、木の幹を通って、上部に進んでいきます。
The dice
プレイヤーは自分のターンに４つのダイスを振ります。青ダイスは移動する前に木の空いているエリアにしみ込む雨の数を決定する。プレイヤーは３つの緑ダイスの数とそれぞれ対応した移動を行う。
The raindrops
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各ターンには青ダイスの数と対応する雨を木の最上部の左端から右側へ埋めていく。
全て雨をボード上に配置したら、ボード最上部左端の雨を取り除き、次に空いている、下のエリア移動させる。
但し、雨が移動することによって、空いたエリアがあれば、下に移動する前にまず、そのエリアが埋められる。
Moving the figures of the players
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各ターン、プレイヤーは３つの緑ダイスに対応した移動を行う。移動は全方向可能です。
移動数は、緑ダイスのそれぞれの数に対応しています。各移動が完了する毎に移動方向を決める。
移動中に移動方向を変更できるのは、木の端に到達するか、木の幹に小さい円が描かれたエリアに到達した時だけです。
プレイヤーは、他人の駒を飛び越える事はできるが、雨を飛び越えることはできない。
Collecting the raindrops
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プレイヤーの各ダイスの移動の最終マスが雨駒である時、その駒を獲得できる。
雨が木の根っこまで到達したら、その駒は除去されない。
Encircled by raindrops
[image: image6.png]


プレイヤーが雨駒の多い木の上部にまで進むと、雨に取り囲まれる危険性がある。この場合、移動する事はできない。このような状況が続くと、大量の雨が増えるのに貢献する事になってしまう。
誰かがこういう状況に陥ると、雨が根っこに到達して、プレイヤー側の負けになるだろう。
Freeing an encircled player
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プレイヤは、取り囲まれた状態であっても、移動中に雨駒を辞去する事で、空きスペースを作る事ができる。しかし、これらはすぐ雨でふさがれてしまうだろう。よって、他のプレイヤーは、このプレイヤーが脱出できるように、空き場所を作ってあげる必要がある。
The End of the game
プレイヤーがたくさんの雨を取り、雨が根っこに到達しないことが証明された時、ゲームは終了し、プレイヤー側の勝利となり、最も多くの雨を取ったプレイヤーの勝ちとなる。
酸性雨が木の根っこの↑エリアに６粒到達すると、ゲーム終了となる。
2004/8/8 訳：上野　宏之（ueno@sann.ne.jp）
